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Abstract : It was tried to structure a streetscape by using a method to process 

some wall photos taken by a digital camera for all of walls on buildings in a 

3D GIS by using an image data processing software to stick them. Here were 

reported some information on a device for methods taking photos by using the 

digital camera, on a device of every steps correcting the obtained photos by an 

image data processing software and constructing their stereostatic photo by 

synthesizing plural corrected photos, and on a device to increase its working 

efficiency through their feedback. 
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1.はじめに 

3 次元 GIS 上に建物のすべての壁面につ

いて，デジタルカメラで撮影した壁面写真を

画像処理ソフトで加工して貼り付ける方法で

街並みを再現した．デジタルカメラでの撮影

方法の工夫，それを画像処理ソフトで補正し，

複数を合成して壁面の立面写真を再現すると

いうプロセスを経たが，本稿ではその各段階

での工夫およびフィードバックして作業効率

を高めた知見について報告する．  
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表現の方法として，建物立体ポリゴンを構築

し，その各壁面および屋根上に画像ファイル

あるいはテクスチュアを貼り付けるような設

計とした．その上で対象地域すべての建物の

道路に面した壁面すべてに現地で撮影した写

真を貼り付けて，市街地の再現を行った．そ

のための壁面に貼り付ける写真画像の作成に

は，グラフィックソフト Photoshop CS3 を主

に用いた．そして写真の補正方法と，そこか

らフィードバックしていくことでより適切な

撮影方法を検討した．  

範囲を収めてつなぐ回数を少なくする方がよ

りよいことも確かである．  

肖像権等の問題に配慮して，人物，車等は

極力画像処理で消去した．限られた範囲につ

いてのマニュアル作業であるため，補正の負

担は多くなかった．  

 

 

3.画像処理の実際 

Photoshop での作業は，基本的には[レンズ

補正フィルタ］を用いて曲線化している輪郭

を直線に補正した上で， [変形 ]ツールを用い

て水平・垂直をきっちり出す．そして必要な

場合にはそのような処理を行った写真同士を

重ね合わせ，結合するという手順となる．  

 

 
2.写真撮影方法 

デジタルカメラにはコンパクトカメラを主

に用い，一部の収めきれない大きな建物の場

合のみ一眼レフカメラの広角レンズを用いて

撮影した．総建物数は 1500 棟だが，カメラ

の視野に納まらない建物も多く，分割して撮

影した結果，写真の総数は約 9000 枚にもな

った．これを街区ごとにフォルダに整理した

上で画像処理を進めていった．多少の歪み補

正はソフトウェア上でじゅうぶんという結論

に至ったが，もちろんできるだけ 1 枚に広い  
 

図 2 建物作成例 

 

  
図 1 補正した擬似立面写真 図 3 街並み作成例(1) 



以上の操作を自動化する [Photomerge]ツ

ールは色調まで同時に補正してくれるので強

力ではあるが，あまりに歪みが大きい場合や，

重ね合わさる部分が少ない場合にはうまくい

かないなど万能ではない．  

前述したように，画像処理の段階では水平，

垂直をきっちり出すことが重要である．とく

に水平方向は，街並み景観を眺めた際に傾き

があると強調されて見えてしまうので慎重な

作業が必要であることを痛感した．  

 
図 4 街並み作成例(2) 

 
こうして補正・結合を行って立面を再現した

画像は，デジタルカメラの画素が多いことも

あって Photoshop ファイルでは数 MB のサイ

ズになった場合が多いが，png 形式に変換し

た上でリサイズツールを用いて 100KB 未満

になるよう抑えた．これは webGIS 上で，表

示が重くならないようにするための配慮であ

る．こうして作成した画像ファイルを GIS シ

ステム上に貼り付けていった．  

多くの場合見上げた視野で撮影した写真を

補正しているため，逆台形型になって立面の

両裾の部分が切れてしまうミスが時折発生し

た．追加撮影の際にはそのような画像処理の

結果をフィードバックして，視野に余裕をと

って撮影するよう心掛けた．しかしデジタル

カメラの特性が表れて，ピンボケ，ブレ，色

調の異常はほとんど発生せず，全体としては

スムーズに作業を進めることができた．  

 

 
4.画像処理の単位コスト  

 処理枚数と所要時間から画像処理に要する

単位コストを求める計画であったが，実際に

はあまりにも写真ごとの手間に差がありすぎ

たためなかなか算出は難しいと言うしかない

結果となった．およその目安としては写真 1

枚あたりの処理所要時間は 10～15 分という

ところとみている．  

 

 
5.課題と展望 

 全体としてはこのような方法で建物壁面の

立面写真画像を作成する目途が立ったと考え

ている．ただしまだ，よりいっそうの精度向

上と品質安定への方策，画像の軽量化のため

のタイリングの有効利用など課題は多い．  

 システムの価値を維持するために定期的な

データのメンテナンスは必要不可欠であり，

その度に差分の画像作成が必要となるので，

画像処理工程のいっそうの改良は今後とも大

きな課題となると考えられる．ノウハウの継

承方法と共に対応策を考えておかなければな

らない．  
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